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新
島
に
最
初
に
教
え
た
聖
句
で
も
あ
る
。
新
島

は
こ
れ
を
カ
ー
ド
に
日
本
語
で
記
し
て
、
日
曜

学
校
教
師
に
も
贈
る
。
ま
た
、
こ
の
句
を
「
聖

書
の
中
の
太
陽
」「
福
音
の
要
」
と
絶
賛
し
て
、

終
生
、
も
っ
と
も
愛
好
し
た
。
こ
れ
も
フ
リ
ン

ト
直
伝
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ち
な
み

に
、
フ
リ
ン
ト
と
新
島
の
死
後
、
フ
リ
ン
ト
夫

人
が
同
志
社
に
贈
っ
た
献
金
で
「
フ
リ
ン
ト
紀

高
校
時
代

　

新
島
襄
は
在
米
８
年
間
の
留
学
中
、
３
つ
の

学
校
に
通
っ
た
。
そ
の
間
、
勉
学
と
求
道
の
両

面
で
、
何
人
も
の
「
恩
師
」
に
恵
ま
れ
た
。
た

だ
、
洗
礼
を
授
け
た
牧
師
（
授
洗
者
）
だ
け
は
、

い
ま
だ
に
闇ミ
ス
テ
リ
ー

の
中
で
あ
る
。

　

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
（
１
８
６
５
年
～
６
７
年
在
籍
）
で
の

恩
師
と
言
え
ば
、
校
長
の
Ｓ
・
Ｈ
・
テ
イ
ラ
ー

で
あ
ろ
う
。
新
島
の
い
わ
ば
「
養
父
」（
Ａ
・

ハ
ー
デ
ィ
）
が
学
園
理
事
長

0

0

0

で
あ
っ
た
う
え
に
、

校
長
は
Ｅ
・
Ａ
・
パ
ー
ク
教
授
（
後
述
）
と
も

昵じ
つ

懇こ
ん

の
仲
で
あ
っ
た
の
で
、
新
島
に
対
し
て
気

配
り
を
忘
れ
な
い
。

　

教
員
以
外
で
は
、
新
島
と
同
じ
ヒ
デ
ュ
ン
家

に
下
宿
し
て
い
た
Ｅ
・
フ
リ
ン
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア

夫
妻
の
影
響
が
、
圧
倒
的
で
あ
る
。
フ
リ
ン
ト

は
現
役
の
神
学
生
（
院
生
）
だ
け
に
、
妻
と
共

に
新
島
に
聖
書
を
講
じ
た
。
新
島
が
受
け
た
聖

書
に
関
す
る
初
め
て
の
本
格
的
な
手
ほ
ど
き
で

あ
っ
た
。

　

高
校
時
代
の
新
島
の
サ
イ
ン
帳
に
、
フ
リ
ン

ト
は
愛
唱
聖
句
「
ヨ
ハ
ネ
３
・
16
」（「
神
は
そ

の
ひ
と
り
子
を
賜
っ
た
ほ
ど
に
…
」）
を
付
す
。

弟
関
係
が
、
目
に
つ
く
。

ご
く
短
期
と
は
い
え
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
新

島
に
化
学
を
教
え
た
。

札
幌
農
学
校
で
「
札
幌

バ
ン
ド
」
を
指
導
す
る

以
前
の
こ
と
で
、
新
島

を
「
私
の
最
初
の
日
本

人
学
生
」
と
断
定
す
る
。

ク
ラ
ー
ク
は
札
幌
か
ら

帰
国
の
際
、
わ
ざ
わ
ざ

同
志
社
や「
新
島
旧
邸
」

を
訪
ね
、
新
島
夫
妻
に

も
会
っ
た
。

　

他
大
学
の
教
員
と
な

る
と
、
イ
ェ
ー
ル
大
学

の
Ｎ
・
ポ
ー
タ
ー
学
長

で
あ
る
。
彼
の
著
作
三

冊
が
、
今
も
新
島
旧
蔵

書
と
し
て
残
る
。
同
じ

教
派
（
会
衆
派
）
と
は

言
え
、
大
学
を
越
え
た

奇
し
き
「
師
弟
関
係
」

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

イ
ェ
ー
ル
好
き
の
テ
イ

念
文
庫
」
が
同
志
社
図
書
館
に
備
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
島
は
ヒ
デ
ュ
ン
家
が
通
う
オ

ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
の
日
曜
学
校
で
、
Ｐ
・

Ｆ
・
マ
ッ
キ
ー
ン
（
女
学
校
副
校
長
）
と
も
知

り
合
っ
た
。
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
教
会
役
員
（D

eacon

）
の
Ｅ
・

テ
イ
ラ
ー
と
の
交
流
が
、
密
で
あ
っ
た
。
彼
は

日
曜
学
校
校
長
を
長
年
務
め
た
う
え
、
１
８
６

８
年
か
ら
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
と
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

ー
神
学
校
（
両
校
は
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
）
双
方

の
会
計
と
な
っ
た
。
独
身
の
彼
は
、
週
に
一
度

は
ヒ
ド
ュ
ン
家
か
ら
食
事
に
招
か
れ
た
の
で
、

新
島
に
は
家
族
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

紛
ら
わ
し
い
が
、
同
教
会
に
は
、
い
ま
ひ
と

り
、
テ
イ
ラ
ー
（
Ｊ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
）
と
い

う
有
力
会
員
も
い
た
。
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
新
島
と
は

意
外
な
繋
が
り
が
あ
る
。

大
学
時
代

　

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
は
、
看
板
教
授
の
Ｊ
・

Ｈ
・
シ
ー
リ
ー
（
後
に
学
長
）
の
指
導
が
群
を

抜
く
。
こ
の
点
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

彼
以
外
で
は
、
近
接
す
る
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ

農
科
大
学
の
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
学
長
と
の
師
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パ
ー
ク
は
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
の
看

板
教
授
（
組
織
神
学
）
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
神
学
」
を
護
る
「
最
後
の
古

参
番
兵
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
学
は
、
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
に
始
ま
り
、
パ
ー
ク
で
終

わ
る
。「
Ｊ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
申
し
子
」
で
あ

る
パ
ー
ク
は
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
が
奇
し
く
も
エ

ド
ワ
ー
ズ
で
あ
る
う
え
に
、
パ
ー
ク
夫
人
は
、

エ
ド
ワ
ー
ズ
直
系
（
４
代
目
）
で
あ
る
。
死
期

を
迎
え
る
ま
で
、
パ
ー
ク
が
手
が
け
て
い
た
の

は
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
伝
記
で
あ
っ
た
。

　

エ
ド
ワ
ー
ズ
と
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ

ス
ト
教
史
上
、
も
っ
と
も
著
名
な
牧
師
、
神
学

者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
会
衆
派
の
信
徒
・
牧
師

の
「
世
界
」
ラ
ン
キ
ン
グ
（
１
９
０
４
年
）
で
、

堂
々
の
一
位
を
獲
得
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
パ
ー
ク
は
８
位
に
、
そ
し
て
新
島
も
26

位
に
食
い
込
ん
で
い
る
。

　

パ
ー
ク
の
教
授
在
職
は
45
年
間
（
１
８
３
６

～
８
１
年
）
に
も
及
び
、新
島
の
在
学
期
間
（
１

８
７
０
～
７
４
年
）
を
も
カ
バ
ー
す
る
。

リ
ベ
ラ
ル
派
か
ら
の
批
判

　

新
島
は
、
パ
ー
ク
を
畏
敬
し
な
が
ら
も
、
時

に
恩
師
の
神
学
を
批
判
す
る
。「
ア
メ
リ
カ
ノ

列
し
た
の
が
、
こ
の
学
長
で
あ
る
。

　

た
だ
、
両
者
間
の
手
紙
は
、
残
っ
て
い
な
い
。

新
島
は
、
ハ
ー
デ
ィ
や
ヒ
デ
ュ
ン
へ
の
手
紙
の

中
で
、
テ
イ
ラ
ー
学
長
へ
の
伝
言
を
時
に
依
頼

す
る
程
度
で
あ
る
。

Ｊ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
申
し
子

　

そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
教
授
、
牧
師
で
も
パ

ー
ク
と
の
交
流
は
断
然
、
密
で
あ
る
。
新
島
に

洗
礼
を
授
け
た
可
能
性
が
、
も
っ
と
も
高
い
。

ラ
ー
校
長
の
仲
介
で
あ
ろ
う
。

大
学
院
時
代

　

問
題
は
、
大
学
院
（
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学

校
）
で
あ
る
。
教
授
数
名
の
中
か
ら
恩
師
を
あ

え
て
選
ぶ
と
、
先
述
の
Ｊ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
と

Ｅ
・
Ａ
・
パ
ー
ク
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
前
者
で
あ
る
が
、
経
歴
か
ら
し
て
も
、

新
島
の
高
校
時
代
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
て
い
て

も
、
お
か
し
く
な
い
。
イ
ェ
ー
ル
（
大
学
と
神

学
校
）
を
出
て
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
会
衆
派

教
会
（
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
）
の
牧
師
を

１
８
５
２
年
ま
で
務
め
た
。
新
島
が
、
ヒ
デ
ュ

ン
家
と
共
に
こ
の
教
会
で
世
話
に
な
っ
た
頃
、

テ
イ
ラ
ー
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
と
神
学
校
双
方

の
会
計
（
つ
ま
り
、
Ｅ
・
テ
イ
ラ
ー
の
前
任
者
）

兼
理
事
を
務
め
て
い
た
の
で
、
新
島
は
さ
ぞ
か

し
種
々
の
宗
教
的
指
導
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。

　

Ｊ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
は
新
島
が
大
学
に
入
学

す
る
と
、
神
学
校
の
教
授
（
旧
約
学
・
牧
会
神

学
）、
学
長
に
就
任
す
る
の
で
、
新
島
が
院
生

と
し
て
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
戻
る
の
を
心
か
ら

歓
迎
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
帰
国
す
る
新
島
が
、

ボ
ス
ト
ン
で
按
手
礼
（
牧
師
任
職
）
を
受
け
た

際
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
を
代
表
し
て
参

殺
す
る
危
険
神
学
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ク
自
身
も
、

ス
マ
イ
ス
（
弟
）
の
教
授
任
命
に
も
ち
ろ
ん
反

対
し
た
。
植
村
正
久
は
、
新
島
を
「
パ
ー
ク
の

弟
子
」
と
見
な
し
な
が
ら
も
、「
新
島
は
後
年
、

パ
ー
ク
を
批
判
し
、
ス
マ
イ
ス
・
ス
ミ
ス
を
掲け
い

揚よ
う

し
た
」
と
論
評
す
る
。
が
、「
ス
マ
イ
ス
・

ス
ミ
ス
」
な
る
教
授
は
い
な
い
。
ス
マ
イ
ス
兄

弟
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

新
島
襄
の
受
洗

　

と
こ
ろ
で
、
新
島
は
、
高
校
生
の
時
に
す
で

に
パ
ー
ク
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

新
島
が
、
神
学
校
教
会
で
受
洗
し
た
の
は
、
１

８
６
６
年
12
月
30
日
、
高
校
入
学
後
、
一
年
少

し
経
っ
た
頃
で
あ
る
。
洗
礼
記
録
が
現
存
し
な

い
た
め
、
い
ま
も
っ
て
授
洗
し
た
牧
師
は
特
定

で
き
な
い
。

　

内
村
鑑
三
ひ
と
り
、
シ
ー
リ
ー
こ
そ
「
実
ニ

新
島
氏
ニ
洗
礼
ヲ
授
ケ
シ
仁
ナ
レ
バ
」
と
断
定

す
る
。
が
、
そ
の
根
拠
は
不
確
実
で
あ
る
。

　

神
学
校
教
会
は
、「
学カ
レ
ッ
ジ
・
チ
ャ
ー
チ

園
教
会
」
で
あ
っ
た
。

特
定
の
専
任
牧
師
を
置
か
ず
、
高
校
と
同
じ
キ

ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
神
学
校
の
教
授
が
、
持
ち

廻
り
で
説
教
や
授
洗
を
す
る
の
が
、
慣な
ら

行わ
し

で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
教
授
の
シ

学
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
「
新
神
学
」
に
傾
斜
し
た

若
手
教
授
た
ち
か
ら
、
痛
烈
な
批
判
を
受
け
た
。

保
守
派
の
巨
頭
、
パ
ー
ク
は
、
優
れ
た
門
弟
た

ち
が
、
次
々
と
自
分
か
ら
離
れ
て
行
く
の
を
空

し
く
眺
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。と
り
わ
け
Ｅ
・

Ｃ
・
ス
マ
イ
ス
（
教
会
史
）
は
、
新
神
学
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
、
パ
ー
ク
と
真
正
面
か
ら

対
立
し
た
。
そ
れ
が
表
面
化
す
る
の
が
、
パ
ー

ク
の
後
任
人
事
で
あ
る
。

　

神
学
校
の
ほ
と
ん
ど
の
教
授
や
理
事
た
ち
は
、

パ
ー
ク
の
後
任
に
Ｎ
・
ス
マ
イ
ス
を
選
出
し
た
。

が
、
三
人
の
客ビ
ジ
タ
ー員

で
構
成
さ
れ
る
委ボ

ー

ド

員
会
（
理

事
会
の
お
目
付
け
役
）
は
、
２
対
１
で
拒
否
し

た
。
こ
の
委
員
会
が
理
事
会
と
異
な
る
決
定
を

下
し
た
の
は
、
開
校
以
来
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

就
任
を
拒
否
さ
れ
た
Ｎ
・
ス
マ
イ
ス
は
、
神

学
校
教
授
、
Ｅ
・
Ｃ
・
ス
マ
イ
ス
の
弟
で
あ
る
。

兄
は
出
身
大
学
こ
そ
、
ボ
ウ
ド
イ
ン
（
父
親
の

母
校
）
で
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
と
ア
ン
ド

ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
卒
な
の
で
、
新
島
の
先
輩
に

あ
た
る
。
弟
は
ド
イ
ツ
で
批
判
的
神
学
の
感
化

を
受
け
て
帰
国
し
、
兄
と
同
様
に
、
パ
ー
ク
が

代
表
す
る
保
守
派
神
学
に
異
を
唱
え
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
派
の
新
神
学
は
、
保
守
派
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
、
海
外
伝
道
の
動
機
や
意
義
を
抹

如ご
と

キ
国
ニ
於お
い

テ
ス
ラ
、
立
派
ナ
ル
窮
き
ゅ
う

理り

学
者

（
パ
ー
カ
）、孔
子
ノ
如
キ
説
ヲ
唱
ヘ
テ
、一ひ
と〔
タ
〕

ヒ
罪
ヲ
犯
セ
シ
上
ハ
、
必
ス
神
ヨ
リ
罰
ヲ
受
ケ

ザ
ル
ヲ
不え

得ず

、
又
、
犯
シ
タ
ル
罪
ナ
ラ
ハ
、
其そ
の

罰
ヲ
受
ベ
キ
ガ
当
然
ナ
リ
ト
申
セ
シ
事
モ
ア

リ
」
と
（〔　

〕
は
本
井
）。

　

新
島
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ク
が
説
く
「
孔
子
ノ

如
キ
説
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
相あ
い

容い

れ
な
い
。

「
我わ
れ
ら儕

説
ク
所
ノ
耶や

蘇そ

ノ
妙
教
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者

ハ
、
唯
々
、
孔
子
ノ
云
レ
シ
所
ノ
事
ヲ
ノ
ミ
取

リ
、
一ひ
と

〔
タ
〕
ヒ
犯
シ
タ
ル
罪
ノ
贖
あ
が
な
う

ベ
キ
由

ナ
キ
事
ヲ
信
セ
リ
」。
つ
ま
り
「
仮た
と
い令

一
度
、

罪
ヲ
天
ニ
得
ル
ト
モ
、
祈
ル
処
ア
リ
」
と
す
る

の
が
、
イ
エ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
、「
孔
子
ノ

道
デ
ハ
、
祈
ル
処
ナ
ク
ト
云
」
と
論
評
す
る
。

　

こ
う
し
た
パ
ー
ク
批
判
の
背
景
に
は
、
い�

わ
ゆ
る
「
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
論
争
」
が�

潜
在
す
る
。
神
を
知
ら
ず
に
死
去
し
た
人
間�

が
、
死
後
に
救
わ
れ
る
か
ど
う
か
（future 

probation

）
を
め
ぐ
る
こ
の
論
争
は
、
神
学

校
教
授
・
理
事
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
）
の
幹
部
を
も
巻
き
込
ん
だ
。
そ
の
際
、

新
島
は
パ
ー
ク
と
立
場
を
異
に
す
る
。

　

こ
の
論
争
中
、
伝
統
的
な
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
神
学
」
の
最
後
の
旗
手
、
パ
ー
ク
の
神

Park House（左の建物。Phillips Academy、2006年撮影）
旧パーク教授宅。右はDouble Brick House（旧テイラー校
長宅）。
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ー
リ
ー
が
、
特
別
の
礼
拝
で
も
な
い
年
末
に
、

ア
ー
モ
ス
ト
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
神
学
校
に
ま
で
出

向
い
て
、
授
洗
を
す
る
の
は
、
か
な
り
不
自
然

な
こ
と
で
あ
る
。

　

シ
ー
リ
ー
は
学
長
に
就
任
す
る
や
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
学
園
教
会
の
牧
師
（
１
８
７
７
年
～

９
２
年
）
を
も
兼
任
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
ー

ヴ
ァ
ー
神
学
校
で
も
、
１
８
７
３
年
か
ら
１
年

間
だ
け
講
義
を
受
け
持
つ
。
い
ず
れ
も
新
島
が

高
校
卒
業
後
の
こ
と
な
の
で
、
シ
ー
リ
ー
が
新

島
に
授
洗
し
た
可
能
性
は
低
い
。

　

逆
に
、
シ
ー
リ
ー
が
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
学

園
教
会
牧
師
を
務
め
た
時
期
は
、
内
村
の
ア
ー

モ
ス
ト
在
学
中
な
の
で
、
内
村
に
間
違
っ
た
臆

断
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
生
徒
た
ち
は
、
毎

日
曜
日
に
は
聖
書
研
究
（
神
学
生
が
担
当
）
と

神
学
校
教
会
礼
拝
の
双
方
に
出
席
す
る
義
務
が

あ
っ
た
。
新
島
も
、
平
日
に
は
「
学
校
で
」
英

数
を
、「
毎
週
、
日
曜
日
に
は
聖
書
を
」
学
ぶ
、

と
手
紙
に
記
す
の
で
、
聖
書
研
究
も
キ
ャ
ン
パ

ス
（
学
校
か
神
学
校
教
会
）
で
な
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
同
一
日
曜
日
に
新
島
が
地
域

の
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
に
通
う
こ
と
に
は
、

無
理
が
伴
う
。
神
学
校
教

会
で
洗
礼
を
受
け
た
だ
け

に
、
新
島
は
高
校
生
で
あ

り
な
が
ら
、
神
学
生
や
神

学
校
の
教
授
（
牧
師
）
の

説
教
を
聞
い
た
り
、
宗
教

的
な
指
導
を
受
け
た
り
す

る
機
会
に
、
恵
ま
れ
た
は

ず
で
あ
る
。
中
で
も
、
パ

ー
ク
の
感
化
は
、
群
を
抜

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
聖
学
校
の
教
師
」

　

パ
ー
ク
は
神
学
者
と
し
て
の
力
量
以
上
に
、

説
教
者
と
し
て
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
講

壇
か
ら
聖
書
の
言
葉
を
語
る
姿
は
、
実
に
威
厳

と
権
威
に
満
ち
て
い
た
の
で
、
会
衆
が
息
を
潜ひ
そ

め
て
謹
聴
す
る
有
様
は
、「
ハ
エ
が
飛
ぶ
羽
の

音
が
、ま
る
で
大
砲
の
よ
う
に
響
き
渡
る
ほ
ど
」

で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

お
そ
ら
く
、
新
島
も
何
度
か
そ
う
し
た
迫
真

の
場
を
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
。
留
学
生
活
を
始

め
て
か
ら
か
な
り
早
い
段
階
で
、
パ
ー
ク
そ
の

人
と
も
知
り
合
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

い
や
、
パ
ー
ク
が
先
に
新
島
に
目
を
か
け
た

か
も
し
れ
な
い
。
留
守
家
族
へ
の
手
紙
で
、
新

島
は
こ
う
認
し
た
た

め
る
。

　
「
人
々
小
し
ょ
う

子し

を
愛
敬
し
、
大
学
校
〔
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
〕
の
頭
取
〔
テ
イ
ラ
ー
校
長
〕、
聖
学

校
〔
神
学
校
〕
の
教
師
に
至
る
迄
も
、
小
子
を

深
切
〔
親
切
〕
に
取
扱
、
路
上
に
出
逢
候
ハ
ヽ
、

手
を
握
り
（
此こ
の

国
の
礼
な
り
）、
今
日
は
如
何

御
座
あ
る
哉
、
と
丁
寧
に
挨
拶
い
た
し
呉く
れ

候
そ
う
ろ
う」。

　
「
聖
学
校
の
教
師
」
と
は
、パ
ー
ク
で
あ
ろ
う
。

彼
は
テ
イ
ラ
ー
校
長
と
共
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
住

む
。
し
か
も
、
隣
り
同
士
で
あ
る
（
実
は
、
パ

ー
ク
の
希
望
で
、
墓
も
そ
う
で
あ
る
。
両
人
の

墓
は
、
校
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
墓
地
に
並
ん
で
立

つ
）。
パ
ー
ク
に
は
、「
親
友
」
が
二
人
い
た
が
、

そ
の
一
人
が
校
長
で
あ
っ
た
。
新
島
も
列
席
し

た
校
長
の
葬
儀
で
は
、
聖
書
朗
読
を
Ｊ
・
Ｌ
・

テ
イ
ラ
ー
が
、
式
辞
を
パ
ー
ク
が
受
け
持
っ
た
。

校
長
の
墓
の
銘
文
も
、
パ
ー
ク
が
選
ん
だ
。

　

ま
も
な
く
編
ま
れ
た
校
長
の
追
悼
集
（
新
島

旧
邸
文
庫
）
に
は
、
パ
ー
ク
、
Ｊ
・
Ｌ
・
テ
イ

ラ
ー
、
ほ
か
ひ
と
り
が
、
追
悼
文
を
寄
せ
た
。

こ
う
し
た
好
よ
し
み

か
ら
も
、
隣
り
同
士
の
校
長
と

パ
ー
ク
は
、
新
島
を
早
く
か
ら
自
宅
に
招
い
て

く
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

新
島
と
パ
ー
ク
の
交
流
が
、
早
く
か
ら
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

高
校
の
夏
休
み
（
１
８
６
７
年
７
月
）、
新
島

は
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
や
Ｈ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
船
長

（
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
）
の
出
身
地
に

行
こ
う
と
し
た
が
、
汽
車
の
乗
り
換
え
に
失
敗

し
、
別
の
所
に
着
い
て
し
ま
っ
た
。
困
り
果
て

た
新
島
は
、
最も

寄よ
り

の
教
会
を
訪
ね
、
牧
師
に
宿

の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。

　

当
初
、
新
島
は
牧
師
か
ら
胡う

散さ
ん

臭
い
眼
で
見

ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
の
貧
乏
漁
師
と
間
違
わ
れ
た
。

牧
師
は
新
島
を
安
宿
へ
案
内
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
新
島
が
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
来
た

こ
と
を
告
げ
る
と
、牧
師
は
同
地
の
オ
ー
ル
ド
・

サ
ウ
ス
教
会
の
役
員
と
パ
ー
ク
の
名
前
を
告
げ

た
。「
共
に
よ
く
存
じ
て
い
る
」
と
新
島
が
答

え
る
と
、
に
わ
か
に
牧
師
は
態
度
を
改
め
、
新

島
の
来
歴
と
素
性
を
詳
し
く
聞
こ
う
と
し
た
。

新
島
へ
の
信
頼
度
を
急
上
昇
さ
せ
た
牧
師
は
、

そ
の
地
で
最
高
級
の
ホ
テ
ル
に
新
島
を
連
れ
て

行
き
、
料
金
も
支
払
っ
て
く
れ
た
。

　

明
ら
か
に
「
パ
ー
ク
効
果
」
で
あ
る
。
パ
ー

ク
が
、
そ
れ
よ
り
ほ
ん
の
２
、
３
週
間
前
に
、

按
手
礼
（
牧
師
任
職
式
）
の
た
め
に
こ
の
地
を

訪
ね
て
い
た
こ
と
も
、
新
島
に
は
幸
い
し
た
。

Ｅ
・
Ａ
・
パ
ー
ク
の
サ
イ
ン

　

実
は
そ
れ
以
上
に
信
じ
難
い
こ
と
が
、
起
き

て
い
る
。
新
島
が
当
時
、
所
持
し
て
い
た
サ
イ

ン
帳
に
は
、
パ
ー
ク
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
日
付

は
彼
が
想
定
外
の
街
に
迷
い
込
ん
だ
、
ま
さ
に

0

0

0

そ
の
日

0

0

0

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

ー
を
発
つ
そ
の
日
に
新
島
は
パ
ー
ク
を
訪
ね
て
、

サ
イ
ン
を
所
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
で
あ
れ

ば
、
先
の
牧
師
に
対
す
る
、「
今
朝
も
お
会
い

し
ま
し
た
よ
」
と
の
最
新
情
報
が
、
新
島
の
信

用
を
高
め
る
の
に
有
力
な
材
料
と
な
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
パ
ー
ク
の
サ
イ
ン
に
は
、

次
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

T
hanking you for your beautiful gift.  

I am
, D

ear Sir, very affectionately, your 
friend.

　

新
島
は
、
大
学
院
教
授
（
牧
師
）
と
す
で
に

懇
意
な
「
友
人
」
関
係
を
築
い
て
い
る
。
神
学

校
教
授
の
サ
イ
ン
は
、
パ
ー
ク
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
パ
ー
ク
が
新
島
に
洗
礼
を
授
け
た
有

力
な
典
拠
の
ひ
と
つ
と
な
り
え
る
。

E. A. Parkの署名（新島旧蔵サイン帳。新島遺品庫蔵）。

E. A. Parkの墓（2006年撮影）
学園内の霊園（Phillips Academy Cemetery）に
テイラー校長の墓と並んで立つ。
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パ
ー
ク
に
会
い
、
馬
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

28
日
、
今
度
は
ス
マ
イ
ス
教
授
の
馬
車
に
同

乗
。
30
日
に
は
、
パ
ー
ク
か
ら

お
茶
に
招
か
れ
、
そ
の
後
、
数

マ
イ
ル
、
と
も
に
ド
ラ
イ
ブ
し

て
い
る
。
10
月
に
入
っ
て
か
ら

は
、
１
日
に
ス
マ
イ
ス
教
授
か

ら
呼
ば
れ
た
。
夕
方
の
お
茶
会

に
は
、
Ｇ
・
ハ
リ
ス
教
授
（
パ

ー
ク
の
後
任
者
）
も
加
わ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
も
、
パ
ー
ク
と
新

島
と
の
親
密
さ
が
、
目
立
つ
。

パ
ー
ク
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
こ

と
が
、
底
流
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。

　

今
も
ボ
ス
ト
ン
の
旧
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
本
部
ビ
ル
に
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
功
労
者
二
人
の

胸
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー

デ
ィ
と
パ
ー
ク
で
あ
る
。
前
者

は
、
新
島
の
最
大
の
恩
人
で
、

「
ア
メ
リ
カ
の
父
」。
一
方
の
パ

ー
ク
も
新
島
に
は
「
魂
の
父
」

で
、
シ
ー
リ
ー
と
並
ぶ
偉
大
な

恩
師
で
あ
っ
た
。
新
島
は
善
き
メ
ン
タ
ー
に
恵

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
写
真
は
サ
イ
ン
帳
を
除
き
、
筆
者
が
撮
影
）

機
会
を
失
な
い
ま
し
た
」。

　

一
方
の
パ
ー
ク
も
ま
た
ハ
ー
デ
ィ
と
共
に
、

神
学
校
へ
の
復
学
を
早
く
か
ら
新
島
に
進
言
し

て
い
る
。
新
島
が
田
中
不ふ

二じ

麿ま
ろ

に
同
行
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
渡
英
す
る
一
か
月
前
（
１

８
７
２
年
４
月
）、
パ
ー
ク
は
新
島
宛
て
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
関
係
者
へ
の
紹
介
状
を
送

付
し
、「
無
事
に
神
学
校
に
復
学
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
わ
ざ
わ
ざ
書
き
添
え
て
い
る
。

パ
ー
ク
に
再
会

　

２
度
目
の
渡
米
時
（
１
８
８
４
年
）、
10
月

31
日
に
新
島
は
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
ヒ
デ
ュ
ン

家
を
訪
ね
、
旧
交
を
温
め
た
。
同
日
、
さ
っ
そ

く
パ
ー
ク
（
元
教
授
）
や
シ
ー
リ
ー
な
ど
、
２
、

３
の
旧
師
に
も
挨
拶
を
し
て
い
る
。「
別
シ
テ

パ
ー
ク
先
生
之
御
宅
」
で
あ
る
。
２
日
に
は
、

パ
ー
ク
家
で
昼
食
を
、
そ
し
て
Ｅ
・
Ｃ
・
ス
マ

イ
ス
教
授
宅
で
夕
食
を
振
舞
わ
れ
た
。
３
日
、

今
度
は
Ｊ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
教
授
、
な
ら
び
に

Ｅ
・
テ
イ
ラ
ー
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

翌
年
９
月
21
日
に
も
新
島
は
、
神
学
校
学
長

の
Ｆ
・
Ｐ
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
か
ら
ア
ン
ド
ー
ヴ

ァ
ー
に
招
か
れ
た
。
翌
日
、
ス
マ
イ
ス
教
授
か

ら
請こ

わ
れ
て
、
礼
拝
で
話
を
し
た
。
24
日
に
は
、

こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
捉
え
方
を
学
ん
だ
。

パ
ー
ク
譲
り
の
神
学

　

帰
国
直
後
、
新
島
は
横
浜
で
、
日
英
両
語
で

の
礼
拝
説
教
を
複
数
回
、
依
頼
さ
れ
た
。
日
本

語
の
説
教
は
、
評
判
が
よ
く
な
か
っ
た
。
言
葉

の
障
壁
以
外
に
も
、
神
学
の
古
さ
が
要
因
で
あ

っ
た
。
植
村
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
此こ

れ
〔
不
評
の
要
因
〕
は
、
ア
ン
ド
ヴ
ァ

ル
の
神
学
校
で
、
エ
ド
ウ
ォ
ル
ド
・
パ
ア
ク
教

授
の
神
学
に
育
て
ら
れ
た
結
果
、
其そ
の

ま
ま
と
し

て
は
、
余
り
不
思
議
で
は
無
か
っ
た
ら
う
。
当

時
、
新
島
の
神
学
は
、
余
程
、
保
守
的
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
」。

　

パ
ー
ク
へ
の
敬
慕
か
ら
、
新
島
は
神
学
校
の

最
終
学
年
（
３
年
目
）
で
は
、
パ
ー
ク
の
授
業

を
履
修
す
る
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
た
。
が
、
貫

徹
で
き
な
か
っ
た
。
岩
倉
使
節
団
と
の
雇
用
契

約
が
完
了
し
た
際
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
そ
の
ま
ま

日
本
へ
帰
国
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
島
は
神
学
校
に
復
学
し
た
。
パ

ー
ク
の
授
業
を
修
め
る
た
め
で
あ
る
。「
私
は

神
学
校
の
二
年
次
〔
１
８
７
２
年
〕
の
と
き
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
た
め
に
十
五
か
月
休
ん

で
し
ま
い
、
パ
ー
ク
教
授
の
科
目
を
修
得
す
る

は
ず
で
す
」。

　

パ
ー
ク
の
授
業
は
、
評

判
だ
っ
た
ら
し
い
。
新
島

が
パ
ー
ク
の
授
業
を
と
っ

た
の
は
、
同
年
秋
学
期
の

こ
と
で
、
そ
の
様
子
を
ハ

ー
デ
ィ
夫
人
に
書
き
送
っ

て
い
る
。「
私
は
パ
ー
ク

教
授
の
講
義
に
出
席
し
、

そ
の
講
義
に
沿
っ
た
書
物

を
読
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
神
学
校
で
い
ち
ば
ん
厳

し
い
年
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

パ
ー
ク
の
授
業
は
、
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
で
い

た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
手
法
を
駆
使
し
て
、
質
問

を
次
々
と
学
生
に
投
げ
か
け
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

新
島
に
は
相
当
の
予
習
が
要
求
さ
れ
る
厳
し
い

科
目
で
あ
っ
た
。

　

同
志
社
に
は
、
新
島
自
筆
の
「
神
学
受
講
ノ

ー
ト
」
が
複
数
冊
、
残
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ク

の
受
講
ノ
ー
ト
も
何
冊
か
含
ま
れ
る
。
新
島
が

パ
ー
ク
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、「
自

由
」
と
「
良
心
」
で
、
い
ず
れ
も
、
新
島
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
自
由
と
は
、「
良
心
に

束
縛
さ
れ
た
自
由
」
で
あ
り
、
隣
人
に
仕
え
る

パ
ー
ク
の
授
業

　

パ
ー
ク
と
の
関
係
は
、
新
島
の
ア
ー
モ
ス
ト

時
代
に
は
、
や
や
疎
遠
と
な
る
。
新
島
が
大
学

院
入
学
の
た
め
に
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
戻
る
や
、

親
交
が
復
活
す
る
。
神
学
校
に
入
学
し
た
半
年

後
（
１
８
７
１
年
２
月
）、
大
学
時
代
の
室
友

へ
の
返
信
に
新
島
は
、
こ
う
記
す
。

　
「
勉
学
を
続
け
る
た
め
に
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー

に
戻
ら
れ
る
、
と
聞
い
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

以
前
に
一
度
、
神
学
を
勉
強
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
パ
ー
ク
先
生
の
講
義
を
受
講
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
け
っ
し
て
後
悔
は
さ
れ
な
い

E. A. Park（右）とA. Hardy（左）の胸像（2008年撮影）
Congregational House（Beacon St., Boston）2階のCongregational Libraryに設置。
ミッションだけでなく、新島にとっても、2人は大恩人である。

E. A. Parkの胸像（2006年撮影）
旧American Board本部ビルの図書室に
A. Hardyと共に顕彰されている。


